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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第１四半期連結
累計期間

第73期
第１四半期連結

累計期間
第72期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年６月30日

自2020年４月１日
至2020年６月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （百万円） 2,995 2,474 11,869

経常利益 （百万円） 139 21 279

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）

（百万円） 89 △1 117

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 11 661 323

純資産額 （百万円） 8,701 9,533 8,940

総資産額 （百万円） 14,689 16,352 15,458

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）

（円） 39.62 △0.51 51.61

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 37.57 － 49.29

自己資本比率 （％） 56.1 55.7 55.1

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第73期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における世界経済については、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大の影響によ

り景気は大きく後退しておりますが、制限されていた経済活動が段階的に再開されるなど持ち直しの動きは見ら

れます。しかしながら、経済活動再開に伴って再び感染者数が増加するなど予断を許さない状況が続いておりま

す。日本経済については、発出されていた緊急事態宣言が５月下旬に解除されましたが、内需、外需ともに大き

く下振れしており、雇用所得環境の悪化から個人消費が低迷し、企業活動も一部制限されるなど依然として厳し

い状況が続いております。

このような経済情勢下、当社グループにおきましては、新型コロナウイルス感染防止策を徹底しながら企業活

動を継続しておりますが、国外、国内での人の移動が制限され通常の販売活動ができず、また消費税増税後の新

築着工件数の減少及び自動車販売台数の低迷が新型コロナウイルス感染拡大によりより一層悪化し、建築資材向

け・自動車向けが大幅に減少いたしました。また、中国の販売子会社の第１四半期連結累計期間が中国国内で

ロックダウンが行われた期間と一部重なり、中国販売子会社の売上高が前年同期比64.5％減少となりました。第

１四半期連結累計期間の売上高につきましては24億74百万円（前年同期比５億21百万円、17.4％減）となり、損

益面につきましては、売上の減少が大きく影響し、また、前期行った設備投資に伴う減価償却費の増加と設備維

持費用の負担増などが響き、営業損失28百万円（前年同期比１億７百万円の減少）、経常利益21百万円（前年同

期比１億17百万円、84.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純損失１百万円（前年同期比90百万円の減少)と

なりました。

(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ８億94百万円増加し163億52百万円となり

ました。これは主に現金及び預金が２億36百万円、有形固定資産が50百万円、投資有価証券が９億63百万円増加

し、受取手形及び売掛金が４億54百万円減少したことなどによるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ３億１百万円増加し68億18百万円となりました。これは主に短

期借入金が83百万円、未払金が１億31百万円、繰延税金負債が増えたことにより固定負債その他が２億92百万円

増加し、支払手形及び買掛金が１億円、賞与引当金が95百万円減少したことなどによるものであります。

純資産につきましては前連結会計年度末に比べ５億92百万円増加し95億33百万円となりました。

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(4）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

(6）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は66百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,355,200 2,355,200
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 2,355,200 2,355,200 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2020年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年４月１日～

2020年６月30日
－ 2,355 － 876,552 － 440,674

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2020年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2020年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,247,700 22,477 －

単元未満株式 普通株式 7,000 － －

発行済株式総数  2,355,200 － －

総株主の議決権  － 22,477 －

 

②【自己株式等】

    2020年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

丸尾カルシウム株式会社
兵庫県明石市魚住町西岡

1455番地
100,500 － 100,500 4.27

計 － 100,500 － 100,500 4.27

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,061,484 3,298,153

受取手形及び売掛金 4,112,963 3,658,188

商品及び製品 498,196 566,207

仕掛品 104,892 102,019

原材料及び貯蔵品 338,303 373,693

その他 102,374 104,887

貸倒引当金 △2,076 △1,877

流動資産合計 8,216,138 8,101,272

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,330,427 1,307,111

機械装置及び運搬具（純額） 1,516,051 1,558,077

土地及び砿山用土地 598,510 624,214

建設仮勘定 38,060 46,446

その他（純額） 57,778 55,851

有形固定資産合計 3,540,828 3,591,700

無形固定資産 35,305 34,934

投資その他の資産   

投資有価証券 3,332,335 4,296,219

投資不動産（純額） 238,666 238,223

その他 98,319 93,698

貸倒引当金 △3,365 △3,365

投資その他の資産合計 3,665,955 4,624,776

固定資産合計 7,242,089 8,251,412

資産合計 15,458,228 16,352,684

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,891,039 1,790,966

短期借入金 316,894 399,908

未払金 410,819 542,613

未払法人税等 14,494 6,683

賞与引当金 167,130 71,315

その他 116,789 166,994

流動負債合計 2,917,168 2,978,480

固定負債   

社債 500,000 500,000

長期借入金 1,677,738 1,615,261

退職給付に係る負債 734,433 744,517

その他 687,953 980,503

固定負債合計 3,600,125 3,840,282

負債合計 6,517,293 6,818,762
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 876,552 876,552

資本剰余金 445,046 445,046

利益剰余金 5,533,843 5,465,057

自己株式 △132,116 △132,116

株主資本合計 6,723,326 6,654,539

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,800,318 2,479,806

為替換算調整勘定 △6,916 △21,841

その他の包括利益累計額合計 1,793,401 2,457,964

新株予約権 53,001 53,001

非支配株主持分 371,205 368,415

純資産合計 8,940,934 9,533,921

負債純資産合計 15,458,228 16,352,684
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

売上高 2,995,403 2,474,057

売上原価 2,423,549 2,058,192

売上総利益 571,854 415,864

販売費及び一般管理費 492,950 443,982

営業利益又は営業損失（△） 78,904 △28,117

営業外収益   

受取利息 466 1,473

受取配当金 13,174 15,046

受取保険金 33,019 9,521

不動産賃貸料 16,170 16,091

その他 7,090 10,669

営業外収益合計 69,921 52,802

営業外費用   

支払利息 1,291 1,554

為替差損 6,635 365

その他 1,435 1,178

営業外費用合計 9,362 3,098

経常利益 139,462 21,586

特別利益   

固定資産売却益 798 －

特別利益合計 798 －

特別損失   

固定資産処分損 1,889 13,500

特別損失合計 1,889 13,500

税金等調整前四半期純利益 138,372 8,086

法人税、住民税及び事業税 3,087 2,345

法人税等調整額 40,782 4,491

法人税等合計 43,869 6,837

四半期純利益 94,502 1,248

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,278 2,395

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
89,224 △1,146
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

四半期純利益 94,502 1,248

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △98,101 679,488

為替換算調整勘定 15,440 △19,260

その他の包括利益合計 △82,660 660,227

四半期包括利益 11,842 661,476

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,103 663,416

非支配株主に係る四半期包括利益 8,738 △1,940
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【注記事項】

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の影響については、今後の広がり方や収束時期等を正確に予測することが依然として困難

な状況ではありますが、当社グループの連結財務諸表の作成において、繰延税金資産の回収可能性に関しましては、当

第１四半期連結会計期間末時点で入手可能な情報をもとに見積りを行っております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

減価償却費 156,468千円 162,507千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月26日

定時株主総会
普通株式 67,556 30.00 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日

定時株主総会
普通株式 67,640 30.00 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　2020

年４月１日　至　2020年６月30日）

当社グループは、炭酸カルシウムの製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、記載は省略

しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
39.62円 △0.51円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

89,224 △1,146

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

89,224 △1,146

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,251 2,254

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 37.57円 －円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 122 －

（うち新株予約権（千株）） （122） （－）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの

１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

（譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分）

当社は、2020年７月７日開催の当社取締役会において、譲渡制限付株式報酬として自己株式の処分（以下、「本

自己株処分」という。）を行うことについて、下記のとおり決議し、2020年７月27日付で譲渡制限付株式報酬の割

り当て及び自己株式の処分を行いました。

 

１．処分の概要

（1）処分期日 2020年７月27日

（2）処分する株式の種類及び数 当社普通株式　20,400株

（3）処分価額 １株につき1,298円

（4）処分価額の総額 26,479,200円

（5）処分先

当社の取締役５名　19,000株

（うち社外取締役１名　400株）

当社の監査役４名　1,400株

（うち社外監査役３名　600株）

（6）その他
本自己株処分については、金融商品取引法に基づく有価証

券通知書を提出しております。

 

２．処分の目的及び理由

当社は、2018年５月23日開催の当社取締役会において、当社の取締役及び監査役に、当社の企業価値の持続的

な向上を図るインセンティブを従来以上に与えるとともに、当社の取締役及び監査役と株主の皆様との一層の価

値共有を進めることを目的として、当社の取締役及び監査役に対し、譲渡制限付株式を交付する株式報酬制度

（以下、「本制度」という。）を導入することを決議し、また、2018年６月27日開催の当社第70回定時株主総会

において、本制度に基づく譲渡制限付株式に関する報酬等として支給する金銭報酬債権の総額を、当社の取締役

につき年額6,000万円以内（うち社外取締役150万円以内）、当社の監査役につき年額500万円以内（うち社外監

査役150万円以内）として設定すること、各事業年度において割り当てる譲渡制限付株式の総数は、当社の取締

役につき24,000株（うち社外取締役600株）、当社の監査役につき2,000株（うち社外監査役600株）を上限とす

ること及び譲渡制限付株式の譲渡制限期間を30年間とすること等につき、ご承認をいただいております。

2020年７月７日に、当社取締役会決議及び当社の監査役の協議により、2020年６月25日開催の当社第72回定時

株主総会から2021年６月開催予定の当社第73回定時株主総会までの期間に係る譲渡制限付株式報酬として、割当

予定先である当社の取締役５名（うち社外取締役１名）及び監査役４名（うち社外監査役３名）（以下、「割当

対象者」という。）に対し、金銭報酬債権合計26,479,200円を支給し、割当対象者が当該金銭報酬債権の全部を

現物出資の方法によって給付することにより、特定譲渡制限付株式として当社普通株式20,400株を割り当てるこ

とを決定いたしました。なお、各割当対象者に対する金銭報酬債権の額は、当社における各割当対象者の貢献度

等諸般の事項を総合的に勘案の上、決定しております。また、当該金銭報酬債権は、各割当対象者が、当社との

間で、譲渡制限付株式割当契約を締結すること等を条件として支給いたします。

なお、割当対象者に当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを従来以上に与えるとともに、割当

対象者と株主の皆様との一層の価値共有を進めるという本制度の導入目的を可能な限り長期にわたって実現する

ため、譲渡制限期間は30年間としております。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  2020年８月６日

丸尾カルシウム株式会社   

取締役会　御中   

 

 太陽有限責任監査法人  

 大阪事務所  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 土居　一彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 有久　　衛　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸尾カルシウム

株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸尾カルシウム株式会社及び連結子会社の2020年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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